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● 戦争遺跡の「赤山地下壕跡」が 再び臨時休壕のため見学中止！ 

１年半の修復を経て 4/1 より見学再開していた「赤山地下壕跡」（館山市指定史跡の戦争遺跡）は、

11/6 に一部崩落が見つかり、再び臨時休壕となりました。自治体による安全確認・補修のため、し

ばらく見学はできません。第一日曜のガイドサービスも中止となります。団体のスタディツアーガ

イドは、大房岬要塞群やハングル「四面石塔」などをめぐる行程で実施します。 
 

赤山地下壕は真珠湾攻撃前から建設が始まったという証言があり、関東大震災後の地質調査をし

たうえで、掘りやすく崩れにくい凝灰質砂岩（鏡ヶ浦層）を選定し、専門部隊により秘密裡に建設

が進められた可能性が高いと考えられます。館山市教育委員会の解説では「終戦がさし迫った 1944

年より後に建設されたのではないか」としていますが、この機会に収集した資料を提供し合って協

議をおこない、調査研究を深めたいと願っています。 
 

＜当面のガイドスケジュール＞ 

   12/20（土）10:00～15:00 陸上自衛隊第一空挺隊 13 名（座学・大房岬要塞群・安房神社） 

   12/26（金）16:00～17:30 明治大学付属中学高校 地学部 26 名（座学） 

27（土） 8:30～15:00     〃       （掩体壕・海岸段丘・なたぎり・大巌院） 

     1/17（土）10:00～16:00 関根ジロー県議後援会 20 名（掩体・かにた・座学・大巌院） 

     3/8 （日）10:00～12:00 パルシステム労働組合 8 名（座学・大房岬要塞群） 

     3/28（土）10:30～15:30 千葉建築士会 40 名（座学・四面石塔・小原家住宅・掩体壕） 

 

 創刊案内（羽鳥書店）  『大神宮の森へ １』  ～ 土地に根ざした暮らしのための雑誌 ～    年２回刊行 

   価格 2,750 円（税込） 安房大神宮の森コモンプロジェクト編  

 房総半島最南端の「安房大神宮の森」を整備し再生する活動紹介と、古の人の

営みの知恵を知り、森や海、土や木や水とともに生きる楽しさと面白さを発掘す

る。コモンズの守り方や、土中環境の視点と有機土木の方法を紹介する。価格の

うち 1,000 円は安房大神宮の森コモンプロジェクトの活動支援に充てられる。 
 

執筆者：高田宏臣／愛沢伸雄・池田恵美子（NPO 法人安房文化遺産フォーラム共同代表） 

／伊沢正名（糞土師）／鴻池朋子（アーティスト）／込山敏郎（サンドカフェ店主）

／小森はるか（映像作家）／佐藤良明（翻訳家・エッセイスト）／中島岳志（政治

学者）／中村桂子（生命誌研究者）／前田宣明（北条文庫店主） 
 

『コモンズの新たな地平－安房大神宮の森から』    高田宏臣・小倉沙央里 著 

   価格 2,200 円（税込） 国際コモンズ学会世界大会カンファレンス報告 

安房大神宮の森をもとに、森と海の関係、御神体としての磐座の意義、山の 

尾根筋から水源をとる知恵等、古の人の造作や工夫を知り、 

コモンズ（共有財産）をつなぐ方法を探る。 

 

 

 

＜創刊記念トークイベント＞ 

＊12/14（日） 15:30～17:00 北条文庫（館山） ＊12/25（木）19:00～ 紀伊國屋ホール（新宿） 
お披露目先行販売会＆高田宏臣ミニトーク   「コモンズと有機土木」 高田宏臣×中島岳志 

参加無料 （店内の立ち見イベント）          料金 1,500 円 （要予約・全席指定）  



＜令和７年度文化庁 Innovate Museum 事業／和歌山県立近代美術館・全米日系人博物館 連携＞ 

       「和歌山移民研究を軸とした国際交流事業」実行委員会に NPO フォーラムも参画 

/ 
 

 

 

 

9/1～4 館山・南房総めぐり 小谷源之助・仲治郎の実家「金澤屋」の墓参（南房総市白浜町根本） 

南房総市と館山市を表敬訪問、それぞれの副市長・教育長とともに。 



9/1～4 館山・南房総めぐり 

9/4～8 和歌山訪問 
 

     
 

和歌山大学観光学部の移民研究室、和歌山市立図書館移民資料室、和歌山県立近代美術館を訪問し、共同調査。 

和歌山県立紀伊風土記の丘、和歌山県立文書館、和歌山歴史教育者協議会などの皆さんと懇親会。 
 

       
 

     
 

10/1～8 訪米 カリフォルニア州 モントレー＆ロサンゼルス  

    
 

              
  

 予告   「移民がつなぐ太平洋まるごと博物館 ～ カリフォルニアと房州と紀州」 

＊シンポジウム   2026. 2/11（祝）       南総文化ホール 小ホール 

＊資料パネル展示       2/5（木）～ 15（日）     〃    ギャラリー 

本州最南端の潮の岬休憩所（串本町）には、オーストラリアへ渡り白蝶貝を

採ったヘルメットダイバーの歴史を紹介する資料館と顕彰碑があります。 
 

太地町には歴史資料室、移民画家の石垣 

栄太郎記念館などが充実しています。 

同町の教育長と面談しました。 

 

教育長を表敬訪問。 

ロサンゼルスのサンピードロ

地区には太地人会があり、

今も絆で結ばれています。 
 

右は和歌山出身の移民画

家ヘンリー杉本がモントレ

ーに近いカーメルハイランド

で描いた作品。 

房総アワビ移民が拠点としたポイントロボス。

小谷家、共同事業者アーレンの子孫、ガイド

グループとともに。   右はアーレンの墓所。 

左は 小谷源之助の孫娘

ミア＆キミ姉妹と、甥の 

エヴァン。母方の祖父 

で著名な移民画家 ・

小圃千浦
オ バ タ チ ウ ラ

の作品。 
 

右は LA ターミナル島の

和歌山漁業移民の子孫

たちの会。 



 Reort     第 67 回千葉県母親大会・第 31 回安房地域母親大会 

安房地域実行委員長・齊藤陽子／事務局長：池田恵美子 

 11 月 9 日、南総文化ホール大ホールを会場に、第 67 回千葉県母親大会と第 31 回安房地域母親大会の共

催で、おこないました。「戦後・被爆80年 今 平和の願い新たに、そして次世代に」をテーマに、参加者503

名を迎え、そのうち 100 名以上は一般市民でした。今年は、安房の構成団体も９団体に増え、さらに 10 団

体が連携を図り、ネットワークが広がりました。実行委員・スタッフは 43 名、男性や若手のママたちも活

躍しました。皆さん、おつかれさまでした。大成功、おめでとうございます。 

房州弁の憲法９条で幕をあけ、館山を舞台に香川京子さん主演で製作された映画『赤い鯨と白い蛇』を上

映しました。監督は館山出身のせんぼんよしこさんで、世代の異なる５人の女性の生き様を通して、「私の

ことを忘れないで」「正直に生きる」「生命を大切に」というメッセージが伝わりました。 

 午後のオープニングライブは、愛と平和を歌う美地さんが代表曲『世界中のお母さんたちへ』と、ベトナ

ムの結合双生児だったグエン・ドクさん作詞の曲『いつも僕の中に』を手話つきで披露されました。 

 続く地域報告では、NPO 法人安房文化遺産フォーラムが戦争遺跡と平和の文化を紹介しました。逆さ地

図で日本列島の頂点にあたる館山には、航空戦略のために最前線の基地がつくられ、猛訓練後に出撃すると

ともに、戦争末期には本土決戦に備えて陣地や特攻基地が作られまし

た。敗戦直後には本土唯一の直接軍政が敷かれ、その後「従軍慰安婦

石碑」がつくられた地です。現在は多くの平和団体が訪れています。 

そして記念講演は、ノーベル平和賞を受賞した被団協の事務局次

長・児玉三智子さんをお招きしました。核兵器を巡る厳しい状況の中

で、ノーベル賞選考委員長は「被爆者の遺産を受け継ぐのは、私たち

すべての人間の責任である」とスピーチし、遺産とは伝える行動だそ

うです。児玉さんは核兵器のない社会を目ざして、７歳で被爆した体

験を語り継ぎ、全国を奔走しています。 

これを受けて、「話し合いのひろば」では地元から、長崎の平和式典

に参加した小学生と被爆二世の医師らが発言しました。「発言のひろ

ば」では、千葉民医連・農民連千葉・平和遺族会・新婦人千葉県本部

から活動報告と問題提起がありました。 

１日のプログラムに統一性があり、素晴らしい大会だったと感想が

聞かれました。また NPO では、前日には松戸母親連絡会と年金者組合

千葉県本部、翌日には浦安・佐倉・市川の母親連絡会のスタディツア

ーガイドをおこないました。 
 

▷ インターネットラジオ 「ホンマルラジオ／美遊空間」 にて 千葉県母親大会がレポートされます。 

   ＜ちよ媛の、あなたのそばに‥居させてください＞  山本なぎさの『悠久の詩・遙かなる旅 』 

12/8 公開 ～ https://honmaru-radio.com/biyuukuukan_mainichi20251208nagisa/ 
 

 NPO 安房文化遺産フォーラム会員で短大講師・画家の山嵜早苗さんは 

ハンドルネーム山本なぎさ名義で、毎月１本 10分間のインターネットラジ

オを放送しています。これまでも、池田恵美子さんが２回出演し「館山ま

るごと博物館」を紹介しました。 

 今回は、山本さんご自身が参加した千葉県母親大会 in安房 について報告

してくださいます。乞うご期待！ 

 なお、12/8 公開日から１週間の視聴率がいいと、週間ランキング上位と

して発表されます。ぜひご視聴ください。 
 

＜プロフィール＞ 34 年の小学校教員を経て、短大の子ども教育学科生活科

で講師。教育論文で読売教育省最優秀賞を受賞。歴史教育者協議会会員。 

「悠久の詩」をテーマにインドネシアの仏教遺跡の石仏を描き続けています。 

https://honmaru-radio.com/biyuukuukan_mainichi20251208nagisa/


            

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 

                            〒294-0045 千葉県館山市北条 1721-1 

           TEL&FAX：0470-22-8271 

  赤山地下壕跡は 2025 年 11 月より休壕中です。詳細は会報１面参照。 

No.119 -（2025.11.30.） 


